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今回、佐賀県から「要安全確認計画記載建築物（防災拠点建築物）」の
耐震診断結果等の公表がなされましたが、鹿島市として防災拠点及び
今後の改修等についての考え方を別紙のとおり公表します。

要安全確認計画記載建築物（防災拠点建築物）の耐震診断結果公表に
伴う鹿島市の考え方について

アピールポイント

　市庁舎については、昭和５４年に建築され、今年で３９年が経過し耐震
診断の結果、改修が必要となっている。
　防災拠点としては、新たに鹿島新世紀センター（第２庁舎）を整備する
ことで災害時の対応を行っている。
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鹿島市における防災拠点及び庁舎の改修等に関する考え方 

 

 

 

【防災拠点施設について】 

 鹿島市の災害対策本部の設置場所としては、それまで市庁舎１階に設置し対

応にあたってきた。しかし、近年全国的に大規模災害が発生している状況である

ことから、平成２８年に災害対策本部機能（防災無線設備、情報収集機器、ライ

フライン機能など）を集約した「鹿島新世紀センター（第２庁舎）」を整備し、

防災拠点施設として位置づけ災害時の対応を行っている。 

 なお、必要に応じて、それまでの市庁舎において新世紀センターのカバーをす

ることも考えられる。 

 

 

【市庁舎の耐震改修等について】 

 市庁舎については、平成１２年の耐震診断の結果、改修の必要がある建築物と

なっており、建物の軽量化等のための外壁工事は実施したものの、これまで事業

の優先順位（学校の耐震化や市民会館建替えなどの大規模事業）により本格的な

改修までは至っていない。 

しかし、平成１２年に耐震診断をした後に外壁工事をしたこと、また、診断後

十数年が経過していることから、当時の改修計画を再度見直し、改修等に努めて

いく。 

  


